
沼 津 市

明治史書館 電信
1997.7.25(季刊 年 4回発行)Vol.13 NO.2 通巻第50号

_ヽ

沼津垣を背景に人力車に乗る外国人

(当館所蔵 )

撮影した写真師は沼津町城内の鈴木忠視。明治後期の写真であると思われる。
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沼
津
垣
と
は
古
く
か
ら
沼
津
周
辺
で
作
ら

れ
使
用
さ
れ
た
、
竹
を
編
ん
だ
網
代
垣
の

一

種
で
あ
る
。
箱
根
や
伊
豆
に
自
生
す
る
篠
竹

を
素
材
と
し
た
こ
の
垣
根
は
、
強
い
海
風
か

ら
建
物
等
を
守
る
た
め
、
こ
の
地
で
暮
ら
す

人
々
が
生
み
出
し
た
生
活
の
知
恵
で
あ
る
。

「沼
津
垣
」
と
い
う
名
称
は
、
『東
海
道
名
所

図
会
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
読
本
作
者
秋
里
離

島
が
著
し
た
文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
刊
行

『石
組
園
生
八
重
垣
伝
』
と
い
う
書
物
が
初

出
と
い
う
が
、
も
ち
ろ
ん
実
物
は
そ
れ
以
前

か
ら
存
在
し
た
。

寛
文
元
年

（
一
六
六

一
）
刊
行
の
浅
井
了

意
著

『東
海
道
名
所
記
』
の
沼
津
の
箇
所
の

挿
絵
中
に
も
、
そ
れ
ら
し
き
垣
根
が
描
か
れ

て
い
る
。
近
世
中
期
に
は
確
か
に
存
在
し
た

と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
中
世

以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
も
あ
る
。

尾
張
藩
士
高
力
種
信

（猿
猥
庵
）
が
天
明
六

年

（
一
七
八
六
）
に
江
戸

へ
の
道
中
を
絵
と

文
章
で
記
録
し
た

「東
街
便
覧
図
略
」
に
も

沼
津
垣
は
描
か
れ
て
い
る
。
原
宿
の
街
道
風

景
と
今
沢
村
の
椿
林
の
図
で
あ
る
。
文
章
中

に
も

「惣
て
此
辺
の
垣
根
は
皆
竹
に
て
あ
み
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た
る
に
い
ろ
／
ヽ
の
形
を
作
れ
り
菱
或

は
石
た

ゝ
み
な
と
、
あ
じ
ろ
の
こ
と
く

な
る
も
あ
り
」
と
あ
り
、
こ
の
地
域
特

有
の
垣
根
は
旅
人
か
ら
注
目
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

「其
細
工
実
に

奇
術
と
云

へ
し
」
と
技
術
の
高
さ
に
感

心
し
て
い
る
。

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
も
の
と
し
て
は

初
代
広
重
の
行
書
東
海
道
や
人
物
東
海

道
を
は
じ
め
、
二
代

・
三
代
の
広
重
の

作
品
に
も
見
ら
れ
、
天
保
期
か
ら
幕
末

維
新
期
に
は
沼
津
の
風
景
を
代
表
す
る

名
物
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
日
本
で
初
め

て
実
施
さ
れ
た
近
代
的
な
人
口
統
計
調

査
で
あ
る
静
岡
藩
の
「沼
津
政
表
」
「原

政
表
」
に
は
、
沼
津
宿
で
は

「
工
」
と

し
て
大
工
以
下
四
十
二
種
三
百
二
十
三

人
、
原
宿
で
は
十
五
種
二
十
二
人
の
職

人
が
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
植
木
師
は

原
の

一
名
の
み
で
あ
り
、
沼
津
に
は
庭

師

・
植
木
師
は
い
な
い
。
沼
津
に
は
造

園
の
専
業
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
専
業
の
職
人
は

周
辺
の
農
村
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
世
に
お
い
て
沼
津
垣
は
、
農
民
の
中

で
技
術
を
有
し
た
非
専
業
的
な
職
人
が

作

っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
か
。

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の人
材
〈〉

高

島

茂

徳

の

死

平
士
族
の
集
団
で
、
そ
の
年
二
月
に
発

せ
ら
れ
た
廃
刀
令
に
反
発
し
て
、
反
乱

を
引
き
起
こ
し
た
。
十
月
二
十
四
日
、

不
意
を
襲
わ
れ
た
熊
本
鎮
台
司
今
官
種

田
政
明
陸
軍
少
将
や
熊
本
県
権
令
安
岡

良
亮
ら
は
殺
害
さ
れ
た
。
神
風
連
は
七

隊
に
分
か
れ
行
動
し
た
が
、
第
二
隊
の

襲
撃
対
象
と
さ
れ
た
の
が
熊
本
鎮
台
参

謀
長
を
つ
と
め
て
い
た
陸
軍
中
佐
高
島

茂
徳
で
あ
る
。
高
島
宅
に
突
入
し
た
神

風
連
は
何
の
抵
抗
も
受
け
ず
、
狼
狽
し

て
逃
げ
よ
う
と
し
た
高
島
が
庭
の
池
に

落
ち
た
と
こ
ろ
を
討
ち
取
っ
た
。

高
島
茂
徳
は
沼
津
兵
学
校
二
等
教
授

だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
旧
名
を
四
郎
兵

衛

。
四
郎
平
と
い
い
、
弘
化
三
年

（
一

人
四
六
）
幕
府
同
心
福
田
好
政
の
三
男

に
生
ま
れ
た
。
実
兄
の
福
田
重
固

（作

太
郎
）
は
勘
定
方
の
役
人
か
ら
歩
兵
頭

に
ま
で
な
っ
た
人
で
、
文
久
の
遣
欧
使

節
に
も
加
わ
り
、
静
岡
藩
で
は
用
人
な

ど
を
つ
と
め
、
明
治
政
府
出
仕
後
は
内

務
省
な
ど
で
電
信
事
業
に
貢
献
し
た
。

茂
徳
は
西
吉
十
郎
に
英
語
を
学
び
、
文

久
元
年

（
一
八
六

一
）
蕃
書
調
所
英
語

句
読
教
授
出
役
、
翌
年
英
学
世
話
心
得

と
な
っ
た
。
高
島
家
の
養
子
と
な
っ
た

の
は
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
十

一
月

沼
津
兵
学
校
の
教
授

・
生
徒
出
身
の

軍
人
に
は
西
南
戦
争
で
戦
死
し
た
者
が

数
名
い
る
。
し
か
し
そ
の

一
年
前
、
明

治
九
年

（
一
八
七
六
）
に
起
き
た
神
風

′

ヽレ

連
の
乱
で
落
命
し
た
者
は

一
人
だ
け
か

と
思
う
。

神
風
連

（敬
神
党
）
は
復
古
的
攘
夷

主
義
に
凝
り
固
ま
っ
た
旧
熊
本
藩
の
不

徳

贈寄
茂
氏一

島

正田

高
福

高島茂徳の墓 熊本市花岡山

(熊本市立博物館富田紘一氏提供)

高島の墓は熊本市の花岡山にある官軍墓地内に司令官種田政明少将の墓と並

んで立っている。正面には「陸軍中佐正六位高島茂徳之墓」とあり、側面には中

村正直による墓誌が彫られている。文中には「為静岡藩兵学校教授」という一節

もある。なお、この碑文は『敬宇文集』巻六 (明治36年刊)に も収録されている。

ヽ
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の
こ
と
で
あ

っ
た
。

養
父
は
高
島
秋
帆
。
高
島
流
砲
術
の

創
始
者
で
あ
り
、
我
が
国
洋
式
軍
制
の

始
祖
的
存
在
で
あ
る
。
茂
徳
が
そ
の
養

子
に
な
っ
た
の
は
、
秋
帆
の
実
子
や
孫

が
次
々
に
死
亡
し
た
た
め
で
あ
る
。
茂

徳
が
養
父
秋
帆
と
ど
の
よ
う
に
接
し
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
名
高
い
砲
術

家

・
兵
学
者
の
跡
継
ぎ
と
し
て
、
自
分

の
立
場
を
強
く
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

英
学
者
か
ら
出
発
し
た
彼
の
履
歴
は

そ
の
後
は
軍
人
と
し
て
の
履
歴
に
変
わ

る
。
幕
府
瓦
解
時
は
砲
兵
差
図
役
頭
取

勤
方
。
そ
し
て
静
岡
藩
で
は
沼
津
兵
学

校
二
等
教
授
に
就
任
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
年

（
一
八
七
〇
）
十
月
明
治
政

府
に
出
仕
し
、
陸
軍
兵
学
寮
や
士
官
学

校
に
勤
務
、
七
年

（
一
人
七
四
）
陸
軍

中
佐
に
任
じ
ら
れ
、
八
年
に
は
熊
本
鎮

台
参
謀
長
と
し
て
赴
任
し
た
。

武
士
の
魂
で
あ
る
刀
を
失
う
こ
と
に

反
発
し
た
者
た
ち
の
手
に
な
る
茂
徳
の

死
は
、
養
父
秋
帆
が
武
士
に
失
業
を
も

た
ら
す
砲
術

・
洋
式
軍
制
の
導
入
者
で

あ

っ
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
変

革
期
の
歴
史
に
お
け
る
運
命
の
皮
肉
と

よ
）
い
えヽ
る
。

し

明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）
、
江
原
素

六
は

一
切
の
公
職
を
辞
し
、
カ
ナ
ダ

・

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の

一
伝
道
師
と
し
て

布
教
活
動
に
従
事
す
る
に
至
っ
た
。
前

年
に
瀕
死
の
病
か
ら
奇
蹟
的
に
回
復

し
、
二
度
目
の
洗
礼
を
受
け
た
の
が
そ

の
き
っ
か
け
で
あ

っ
た
。

『江
原
素
六
先
生
伝
』
（大
二
十
二
年

刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
年
譜
に
は
、
以
後

二
十
年

（
一
人
八
七
）
の
欄
ま
で

「吉

原
大
宮
に
於
て
伝
道
に
従
事
す
」
「静
岡

県
下
に
て
伝
道
に
従
事
」
と
い
う
記
載

が
続
い
て
お
り
、
他
の
事
項
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
彼
が
伝
道

に
専
念
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ

と
は
彼
の
日
記
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。こ

の
時
期
、
江
原
が
特
に
親
し
く
交

墾
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
旧
知
の
間
柄

で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
鍬
太
郎
の
子
勤

一

郎

（
一
八
六
九
～

一
九

一
六
）
は
江
原

が
校
長
を
つ
と
め
た
沼
津
中
学
校
に
学

び
慶
応
義
塾
に
進
学
、
新
聞
記
者
か
ら

文
芸
評
論
家
と
な
り
、
浩
々
歌
客
の
号

で
知
ら
れ
る
。
そ
の
弟
佐
野
天
馨
も
文

士
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
り
の
弟
角
田
喜

二
郎
が
大
宮
町
に
図
書
館
を
建
設
し
よ

う
と
し
た
際
に
、
江
原
は
文
部
官
僚
の

岡
田
良
平

。
一
木
喜
徳
郎
に
紹
介
状
を

書
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
角
田
家
が
祖

父
桜
岳
以
来
地
域
に
貢
献
し
た
篤
志
の

家
で
あ
る
こ
と
を
陳
述
し
て
い
る
（『江

原
伝
』
逸
話
Ｐ
６０
）
。
江
原
文
書
に
は
現

在
、
喜
二
郎
が
素
六
に
宛
て
た
手
紙
、

八
重
子
が
素
六
の
次
男
の
妻
二
重
子
に

宛
て
た
手
紙
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、

長
く
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
を
続
け

た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
洗
礼
を
受
け
た
の
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
は
以
知
子

・
八
重
子

・
雄

五
郎
ら
で
あ
り
、
虎
吉

・
鍬
太
郎
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。

〈参
考
文
献
〉
『富
士
宮
市
史
』
上
巻
、

『東
海
三
州
の
人
物
』
、
『
日
本
基
督
教

団
吉
原
教
会
百
年
史
年
表
』
、
『慶
応
義

塾
入
社
帳
』
な
ど
。

角田虎吉。いち子夫妻の墓

(富士市大項寺)

し

際
し
た
人
々
に
富
士
郡
大
宮
町

（富
士

宮
市
）
の
素
封
家
角
田
家
が
あ

っ
た
。

江
原
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰

へ

導
か
れ
た
熱
心
な
信
者
に
角
田
以
知
子

（
い
ち
、
明
治
三
十
八
年
七
十
三
歳
没
）

が
い
る
。
そ
の
夫
角
田
虎
吉

（
一
八
二

二
～
九

一
）
は
大
宮
町
で
薬
屋
を
営
ん

だ
有
力
商
人
で
あ
る
。
大
宮
教
会
は
明

治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
に
民
家
を
借

り
て
吉
原
教
会
の
出
張
所
が
置
か
れ
た

の
が
端
緒
で
あ
り
、
江
原
が
毎
日
曜
日

に
出
張
し
て
伝
道
に
あ
た
っ
た
と
い
う

が
、
そ
の
民
家
と
は
角
田
虎
吉
宅
か
と

思
わ
れ
る
。
江
原
文
書
の
中
に
は
虎
吉

の
息
子
雄
五
郎
や
以
知
子
が
素
六
に
宛

て
た
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
。

虎
吉
夫
妻
と
と
も
に
江
原
の
伝
道
を

助
け
た
有
力
者
が
、
本
家
の
角
田
鍬
太

郎

・
八
重
子

（や
え
）
夫
妻
で
あ
る
。

鍬
太
郎
は
、
大
宮
町
の
組
頭

。
年
寄
を

つ
と
め
不
毛
の
地
で
あ

っ
た
万
野
原
の

開
墾
に
取
り
組
ん
だ
角
田
桜
岳
（与
市
、

一
人

一
五
～
七
三
）
の
長
男
で
あ
る
。

江
原
と
は
静
岡
藩
士
に
よ
る
万
野
原
開
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今
年
は
日
中
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
昭

和
十
二
年

（
一
九
二
七
）
か
ら
六
十
年

目
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
時
出
征

し
た
兵
士
の
慰
間
品
と
し
て
前
線

へ
送

る
た
め
に
撮
影
さ
れ
た
原
町
の
留
守
家

族
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

百
枚
以
上
に
の
ぼ
る
こ
れ
ら
の
写
真

は
、
ア
ル
バ
ム
に
貼
ら
れ
原
小
学
校
に

保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
撮
影
は
、
駿

東
郡
原
町
の
軍
人
後
援
会
が
昭
和
十
二

年
十
二
月
に
行
い
ま
し
た
。
写
真
屋
が

各
家
庭
を
回
っ
て
撮
影
し
た
も
の
と
思

わ
れ
、
当
時
の
家
族
構
成
や
日
常
の
服

装

・
髪
形
な
ど
、
戦
争
を
背
景
と
し
た

時
代
の
断
面
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
戦
時
下
の
歴
史
資
料
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
民
俗
資
料
と
し
て
の

意
味
も
有
し
て
い
ま
す
。

古
き
時
代
の
家
族
の
面
影
に
思
い
を

馳
せ
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
、
実
は
こ
れ
ら
の
写
真
に
は
各

家
庭
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
人
が
写

っ
て
い
な
い
と
い
う
点
を
忘

れ
ず
、
戦
争
が
家
族
や
個
人
に
も
た
ら

す
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
を
認
識
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
間

¨
７
月
１
日

（火
）
か
ら
８
月
３１

日

（日
）
ま
で

会
場

一
４
階
展
示
室

左
記
の
通
り
史
跡
め
ぐ
り
を
３
回
に

わ
た
り
実
施
し
ま
す
。　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
市
内
の
史
跡
を
学
芸
員
の
説
明
に
よ

り
見
学
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

①
江
戸
時
代
の
沼
津
　
史
跡
め
ぐ
り

８
月
１
日

（金
）

②
明
治
時
代
の
沼
津
　
史
跡
め
ぐ
り

８
月
８
日

（金
）

③
平
和
を
考
え
る
戦
争
史
跡
め
ぐ
り

８
月
１５
日

（金
）

時
間

¨
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

対
象

¨
い
ず
れ
も
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

定
員

¨
各
１０
組
２０
名

費
用

¨
無
料
、
た
だ
し
弁
当
持
参
の
こ

と

。

申
込
み

¨
電
話
で
当
館
ま
で

古
文
書
に
初
め
て
接
す
る
方
を
対
象

に
し
た
入
門
講
座
で
す
。
申
込
み
は
当

館
ま
で
電
話
で
。
受
付
開
始
８
月
７
日
。

日
程

一
８
月
３１
日
、
９
月
７
日
、

１４

日
、

２１
日
、

２８
日
の
毎
日
曜
日
、

計
五
回

時
間

¨
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

会
場

¨
当
館
講
座
室

講
師

¨
久
保
田
富
氏

（沼
津
市
史
編
集

専
門
委
員
）

費
用

¨
無
料
。
古
文
書
辞
典
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
斡
旋
し
ま
す
。

当
館
収
蔵
史
料
も
多
数
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
容
は
明
治
時
代
の
史
料
。

八
二
六
頁
、
七
〇
〇
〇
円
。
お
買
い
求

め
と
問

い
合
わ
せ
は
市
史
編
さ
ん
係

（８
二
五
―
八
二
五
〇
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
５０
号

編
諜
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

フ
，

´
イ

〒

４１０

沼

津

市

西

熊

堂

三

七

二

―

一

電

　

話

〇
五

五
九

‐
二
三

‐
三

二

二

五

Ｆ
Ａ

Ｘ

Ｏ

五

五
九

‐
二
五

‐
三

〇

一
人

し

し
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